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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7749 3,7755 0,02% -1,30% 3,6374 4,1217

対円 JPY 28,67 28,67 0,00% 2,20% 30,08 26,68

対ユーロ BRL 4,2094 4,2029 -0,15% -3,59% 4,1646 4,6037

対ドル JPY 108,23 108,19 -0,04% 0,83% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 120,69 120,52 -0,14% -1,46% 118,71 127,50

Index 103.704 104.120 0,40% 2,02% 106.650 87.536

bps 127,50 126,17 -1,04% -16,61% 209,52 125,55

% 7,22 7,18 -0,55% -6,29% 9,34 7,18

% 5,60 5,59 -0,27% -6,21% 6,69 5,59

% 2,27550 2,26663 -0,39% -2,84% 2,8039 2,2594

Index 179,04 178,22 -0,46% -0,98% 189,68 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日、ブラジルではFGTS口座からの引き落としについて、１口座につき５００レアルを限度とし、２０１９年９月～
２０２０年３月を引き出し可能期間とすることを発表（PISは８月より引き出し可能）。総額は昨日の報道どおり今
年は３００億レアル、来年は１２０億レアルとなり、約９６百万人の労働者が恩恵を受けると予想されている。
更に経済省は、FGTSとPIS対策が今後１年間でGDPを０．３５％押し上げる試算を発表したことから、ドルレア
ルは３．７５台前半までレアル高となった。ボベスパ指数は１０４,５００ポイントを一時超えた。但し、午後は経済
成長率とインフレが鈍化しているマーケットのなかで金利の低下が意識され、ドルレアルは３．７７台まで戻し、
来週のCOPOMでのSelicの０．５０％引き下げ見通しは一段と強くなった。
米国では７月製造業PMIが５０．０（市場予想５２．０）と弱く、６月新築住宅販売件数は６４６千件（市場予想６５８
千件）と市場予想を上回ったものの前月分が下方修正されたことが意識され、ドルインデックス・株価も下落。
欧州の製造業PMIも過去６年間で最低の水準に落ち込んでおり、更なる刺激策の必要性から、ECBも世界の
金利引き下げサイクルの波に加わるのか注目が集まっていた。
今朝のECBの発表では、政策金利は０．０％に据え置き、預金ファシリティ・レートも▲０．４％に据え置きとなっ
た。一方で金利は現水準かそれ以下の水準を必要な限り継続するとし、金利階層化を含む選択肢の検討や、
新たな資産買い入れの可能性を示したことで、発表直後のユーロドルはユーロ高に進行したものの、昨日比
ユーロ安に切り替えしている。


